
平
成
23
年
度
が
ん
検
診（
大
腸
が
ん
）推
進
事
業
の
お
知
ら
せ

〜
対
象
の
方
は
大
腸
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
〜

　

大
腸
が
ん
は
検
診
で
発
見
さ
れ

や
す
く
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば

ほ
ぼ
１
０
０
％
完
治
す
る
、
が
ん

で
す
。

　

40
歳
か
ら
は「
大
腸
が
ん
年
齢
」

と
言
わ
れ
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多

く
な
る
の
が
特
徴
で
す
の
で
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
は
40
歳
か

ら
始
ま
る
大
腸
が
ん
検
診
を
毎
年

受
け
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
大
腸
が
ん
の

早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の

普
及
を
目
的
に「
平
成
23
年
度
が

ん
検
診（
大
腸
が
ん
）推
進
事
業
」

（
無
料
大
腸
が
ん
検
診
）を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
で
、
ま
だ
大
腸
が

ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

10
月
の
大
腸
が
ん
検
診
に
積
極
的

に
お
申
し
込
み
に
な
り
、
自
身
の

健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
実
施
日
】

　

10
月
３
日（
月
）〜
７
日（
金
）、

　

11
日（
火
）〜
14
日（
金
）の
午
後

【
検
査
方
法
】

　

便
潜
血
反
応
検
査（
２
日
法
）

【
申
込
方
法
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
に
来

所
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
便
容
器
、
検
診
票
な
ど
を
お
渡

し
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】

　

９
月
15
日（
木
）
〜
30
日（
金
）

【
対
象
者
】

　

次
表
の
年
齢
に
該
当
す
る
方

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係
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年齢 生年月日

40歳 昭和45年（1970）年4月2日～昭和46年（1971）年4月1日

45歳 昭和40年（1965）年4月2日～昭和41年（1966）年4月1日

50歳 昭和35年（1960）年4月2日～昭和36年（1961）年4月1日

55歳 昭和30年（1955）年4月2日～昭和31年（1956）年4月1日

60歳 昭和25年（1950）年4月2日～昭和26年（1951）年4月1日

農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域

除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

町
で
は
、
優
良
農
地
の
確
保
・

保
全
の
た
め
、
農
業
振
興
地
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策
定

し
、
農
業
振
興
を
図
る
地
域
を
農

振
農
用
地
区
域
と
し
て
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

農
振
農
用
地
区
域
の
土
地
を
、

や
む
を
得
ず
農
地
以
外
の
目
的
に

利
用
す
る
場
合
は
、
農
振
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
除
外
申
請
が
す
べ
て

認
め
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

【
受
付
期
限
】９
月
30
日（
金
）

【
受
付
場
所
】産
業
経
済
課
農
政
係

【
提
出
書
類
】

○ 

申
請
書（
用
紙
は
産
業
経
済
課

農
政
係
）

○
隣
接
者
同
意
書（
同
）

○
確
約
書（
同
）

○ 

地
籍
図
の
写
し
・
土
地
登
記
事

項
証
明
書（
登
記
簿
謄
本
）

○
位
置
図（
住
宅
地
図
な
ど
）

○
事
業
計
画
平
面
図

○
自
己
所
有
地
の
検
討
結
果
一
覧
表

○ 

そ
の
他（
例
…
法
人
の
場
合
、

定
款
、
議
事
録
）

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
経
済
課
農
政
係（
内
線
27
）

お
知
ら
せ

難
病
医
療
相
談
会

　

難
病
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
皆

さ
ん
の
療
養
上
の
心
配
、
病
気
の

こ
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
な

ど
の
相
談
に
医
師
を
は
じ
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
応
じ
ま
す
。

特
定
疾
患
の
受
給
者
証
を
受
け
て

い
な
い
方
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

　

平
成
23
年
９
月
11
日（
日
）

　
　

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

【
会　
　

場
】

　

佐
久
合
同
庁
舎

【
申
込
方
法
】

　

８
月
31
日（
水
）ま
で
に
佐
久
保

健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援

課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
相
談
体
制
】

•
医
療
相
談

•
お
薬
相
談

•
リ
ハ
ビ
リ
相
談

•
療
養
・
生
活
相
談
・
栄
養
相
談

•
当
事
者
・
家
族
相
談
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

健
康
づ
く
り
支
援
課
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ご
案
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

毎
年
恒
例
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
を
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

【
日　
　

時
】

　

９
月
３
日（
土
）・
10
日（
土
）・

　
　
　

17
日（
土
）・
24
日（
土
）・

　

10
月
１
日（
土
）の
全
５
回

　
　

午
後
７
時
〜
９
時

【
場　
　

所
】

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

【
主　
　

催
】

　

町
体
協
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
参
加
費
】

　

５
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
込
）

【
募
集
人
数
】

　

20
名

【
申
込
方
法
】

　

９
月
３
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
申
込
受
付
開
始

【
用
意
す
る
物
】

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館

用
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト（
な
い

方
は
用
意
し
ま
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
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御
代
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
32 ‒ 
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1
1
1　

内
線
27
・
64

こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

御代田町役場 TEL0267‒32‒3111

講
演
会
開
催

ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す
る

 
〜
ス
ポ
ー
ツ
と
食
事
〜

　

運
動
時
の
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
内
容
に
つ
い
て
、
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講　
　

師
】

長
野
県
体
育
協
会
運
動
栄
養
指
導
士

 

鈴
木
和
江
先
生

【
開
催
日
時
】

９
月
４
日（
日
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
（
受
付
）

　
　

午
後
７
時
〜
９
時

【
開
催
場
所
】

エ
コ
ー
ル
み
よ
た
２
階
大
会
議
室

【
参
加
費
】　

無
料

【
主　
　

催
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
ま
ハ
イ
ラ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
共　
　

催
】

長
野
県
カ
ー
リ
ン
グ
協
会

【
後　
　

援
】

御
代
田
町
体
育
協
会

御
代
田
体
育
協
会
カ
ー
リ
ン
グ
部

問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
ま
ハ
イ
ラ
ン

ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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担
当　

土
屋
志
保

下
水
道
に
ゴ
ミ
等
を
流
さ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
！

　

最
近
、
下
水
道
に
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ（
布
片
な
ど
）が
、
下
水
道
管

や
ポ
ン
プ
に
詰
ま
る
事
例
が
多
々

発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い
、
大
事

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
下
水

道
管
が
詰
ま
れ
ば
汚
水
が
マ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
か
ら
あ
ふ
れ
ま
す
し
、

万
一
ポ
ン
プ
が
壊
れ
た
場
合
、
数

百
万
円
の
出
費
に
な
り
ま
す
。
そ

の
経
費
は
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
使
用
料
や
税
金
に
よ
っ

て
賄
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
理
な
ど
で
使
用
し
た

油
も
、
下
水
道
管
の
中
で
固
ま
っ

て
、
管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
流
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
施
設
を
皆
さ
ま
に
大
切

に
使
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ

の
分
長
持
ち
し
、
余
計
な
出
費
も

抑
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
上
下
水
道
工
務
係

 

（
内
線
35
・
48
）

会
長
あ
い
さ
つ

 

土
屋　

學

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
農

業
委
員
会
の
業
務
に
ご
支
援
ご
協
力

い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
農
業
委
員
改
選

に
伴
い
、
会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
農

産
物
の
価
格
の
低
迷
、
担
い
手
の
減

少
や
従
事
者
の
高
齢
化
、
自
給
率
の

低
下
、
遊
休
荒
廃
地
の
増
加
な
ど
大

変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
東
日
本
大
震
災
、
原

発
事
故
の
影
響
が
い
た
る
所
に
現
れ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
農
業
委
員
会
は
農

地
か
ら
農
業
者
の
立
場
を
守
り
、
新

た
な
時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
努
力
し
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
業
の

持
続
的
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
行

政
や
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
な
お
一
層
の
皆
さ
ま
の

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 　

最
後
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

重
責
を
終
え
て

 

前
会
長　

内
堀　

善
夫

　

７
月
19
日
御
代
田
町
農
業
委
員
会

会
長
を
退
任
し
ま
し
た
。　

　

顧
み
れ
ば
平
成
11
年
以
来
四
期
十

二
年
間
、
内
三
年
間
は
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
支

援
と
ご
指
導
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
十
二
年
間
、
地
域
の
農
地
の

転
用
、
売
買
、
貸
借
の
審
査
、
遊
休

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
後
継
者
の
育
成
、

農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
、
農
地
所

有
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
け
る
和
解

の
仲
介
な
ど
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
基
盤
で
あ
る
農
地
が

転
用
、
改
廃
な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向

に
あ
る
中
、
遊
休
農
地
を
減
ら
す
対

策
と
し
て
ソ
バ
の
作
付
を
広
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は

農
産
物
価
格
の
低
迷
、
農
業
経
営
の

不
安
定
さ
や
耕
作
放
棄
、
就
農
者
・

農
家
人
口
の
減
少
、
ま
た
近
年
、
野

生
動
物
の
被
害
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
事

故
に
よ
る
農
地
の
汚
染
、
生
命
の
危

険
等
の
大
変
厳
し
い
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

退
任
し
ま
し
て
も
活
力
の
あ
る
農

業
農
村
づ
く
り
に
微
力
な
が
ら
助
力

で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と

を
申
し
上
げ
、
新
し
い
農
業
委
員
会

に
は
、
農
業
行
政
に
関
し
て
町
に
積

極
的
に
建
議
が
で
き
る
組
織
で
あ
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
退
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

三
ツ
谷
・
清
万
・
一
里
塚

塩
野
・
寺
沢

馬
瀬
口

西
軽
井
沢

児
玉
・
平
和
台

上
宿
・
小
田
井

栄
町
・
荒
町

豊
昇
面
替
広
戸

草
越
・
向
原
・
茂
沢

担
当
地
区

土
屋　
　

學

内
堀　

孝
昌

小
林　

長
子

内
堀　

文
夫

古
越　

正
彦

清
水　

賢
司

高
橋　
　

浩

土
屋　

時
雄

荻
原　

文
雄

安
川　

晴
夫

鈴
木　

健
之

大
井　

壽
尚

茂
木　
　

勲

栁
澤　

秀
一

荻
原
富
士
子

荻
原　

輝
幸

委
員
氏
名

農
業
委
員
決
ま
る　

新
旧
会
長
の
あ
い
さ
つ

ゴミなどが詰まったポンプ
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